
教

育

平

等

の

原

則

に

関

す

る

考

察

畠

山

豊

吉

序教

育

卒

等

の

原

瀾

厄

基

づ

く

教

育

政

策

の

樹

立

は

、

世

界

史

を

貫

く

教

育

発

展

の

一

大

動

向

で

あ

る

。

封

建

的

、

貴

族

的

な

紹

対

主

義

的

教

育

政

策

に

お

い

て

は

，

特

権

的

階

顔

的

な

教

育

制

度

が

し

か

れ

、

教

育

の

門

戸

は

、

民

豪

の

た

め

に

は

開

か

れ

て

い

な

か

っ

た

。

叉

自

由

主

義

的

教

育

政

発

に

お

い

て

は

、

形

式

的

自

由

権

的

な

教

育

上

の

平

等

は

あ

っ

て

も

、

実

質

的

な

保

障

は

与

え

ら

れ

て

い

な

か

っ

た

。

し

か

る

に

、

社

会

王

墓

的

教

育

政

策

に

お

い

て

は

，

教

育

卒

等

の

実

質

的

物保

障

が

確

立

さ

れ

る

に

至

っ

て

，

教

育

を

受

け

る

こ

と

は

、

国

民

の

権

利

と

し

て

保

障

さ

れ

る

と

と

も

に

、

諸

制

度

の

制

定

に

よ

っ

て

、

国

家

は

、

国

民

の

教

育

権

㈱を

実

質

的

に

保

障

す

る

に

至

っ

た

も

の

で

あ

る

。

わ

が

国

の

教

育

政

策

に

お

い

て

も

，

教

育

卒

等

の

原

則

に

基

づ

く

世

界

史

的

動

向

と

期

を

一

に

し

て

い

る

こ

と

が

知

ら

れ

る

。

即

ち

、

日

本

国

意

法

第

二

六

条

第

一

項

「

す

べ

て

国

民

は

、

法

律

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

そ

の

能

力

に

応

じ

て

、

ひ

と

し

く

、

教

育

を

受

け

る

権

利

を

有

す

る

．

」

と

規

定

し

て

教

育

政

策

の

基

本

駅

期

を

開

示

し

、

夏

に

教

育

基

本

法

第

三

粂

第

二

項

「

国

及

び

地

方

公

共

団

体

は

、

能

力

が

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

経

済

的

理

由

に

よ

っ

て

修

学

困

難

な

者

に

対

し

て

、

奨

学

の

方

法

を

講

じ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

己

と

規

定

し

て

、

能

力

相

応

の

教

育

を

受

け

る

こ

と

に

っ

い

て

、

経

済

的

う

ら

づ

け

が

保

障

さ

れ

て

い

る

点

よ

り

み

て

、

わ

が

国

の

教

育

政

策

は

、

社

会

主

義

的

教

育

政

策

の

類

型

に

属

す

る

も

の

と

い

う

べ

き

で

あ

る

。

本

稿

に

お

い

て

は

、

教

育

政

窯

の

正

当

性

は

，

教

育

卒

等

の

原

則

に

基

、

っ

い

て

為

さ

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て

得

ら

れ

、

か

か

る

教

育

政

策

の

根

本

原

則

を

、

わ

が

国

教

育

関

係

法

条

項

の

解

釈

上

の

重

要

な

る

諸

点

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

明

確

に

し

、

教

育

平

等

の

原

則

に

立

脚

す

る

現

行

制

度

の

検

討

を

試

み

よ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

註

1

－

米

英

の

新

い

し

教

育

理

念

で

あ

る

「

す

べ

て

の

若

者

に

中

等

教

育

を

L

E

d

u

c

畳

c

n

へ

。

サ

茎

Y

。

－

一

声

の

推

進

。

－

ュ

ネ

ス

コ

憲

章

（

一

九

四

六

．

二

．

四

）

前

文

「

こ

の

憲

章

の

常

事

閲

は

、

教

育

に

関

す

る

万

人

に

封

す

る

完

全

且

っ

平

等

な

横

合

，

容

顔

的

屋

理

の

拘

束

の

な

い

探

究

並

び

に

思

想

及

び

知

識

の

自

由

な

交

換

1

」

同

第

二

條

「

入

縛

及

び

性

に

か

か

わ

ら

ず

叉

は

、

解

析

的

も

し

く

は

杜

合

的

差

別

な

し

に

教

育

の

横

倉

均

等

の

理

想

を

前

進

さ

せ

る

た

め

、

諸

国

民

周

に

協

力

を

設

定

す

る

こ

と

し

富

川

紀

彦

昭

和

二

六

年

体

系

教

育

畢

大

酢

典

九

四

二

頁

岩

囁

書

店

に

お

い

て

九

五



岩
手
大
学
孝
養
学
部
研
究
年
額
 
撃
二
審
（
一
九
五
一
）
第
一
部
 
 

夢
一
次
大
将
後
の
世
界
教
育
の
一
般
的
性
格
と
し
て
、
m
亀
炎
の
階
級
的
教
育
の
た
め
 
 

設
ほ
さ
れ
た
撃
校
制
度
り
虚
血
、
切
 
放
席
的
な
教
育
の
横
倉
均
等
の
賓
現
と
個
人
差
 
 

を
尊
重
す
る
教
育
の
張
調
、
 
 

中
華
民
団
憲
法
（
一
九
四
七
・
一
∴
（
第
一
瓦
九
條
「
国
民
が
教
育
を
受
け
る
磯
愈
 
 

は
、
す
べ
て
平
等
で
あ
る
。
」
 
 

フ
ラ
ン
ス
箪
四
共
和
軍
遍
照
（
一
九
四
六
年
）
前
文
丁
国
家
は
、
見
童
及
び
成
年
の
 
 

教
育
、
職
業
訓
練
及
び
修
養
に
対
す
る
平
等
の
樺
合
を
保
障
ず
る
。
し
 

ダ
ー
リ
ン
憲
法
（
一
九
四
八
年
修
正
）
第
一
二
一
健
、
 
 

ラ
ン
ジ
ユ
ヴ
ア
ン
数
寄
改
革
案
（
傍
観
）
一
九
四
七
年
、
 
 

ド
イ
ツ
教
育
に
封
す
る
米
軍
政
部
指
導
方
針
の
要
項
、
 
 

軍
t
l
≡
∴
苧
ど
（
已
i
昌
A
c
ニ
岩
♪
 
 
 

試
2
 
宗
像
試
也
、
昭
和
二
大
年
 
数
育
研
究
入
門
（
教
育
行
政
 
二
六
C
頁
 
攣
薬
園
書
 
 

株
式
合
祀
、
兼
京
大
撃
教
育
塾
部
研
究
室
、
致
育
政
策
の
類
型
と
し
て
、
一
、
絶
封
主
 
 

義
的
教
育
政
策
 
二
、
自
由
主
義
的
教
育
政
策
 
三
、
社
食
主
義
的
教
育
政
策
を
挙
げ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

詫
3
 
ス
タ
ー
ワ
ン
憲
法
箪
一
二
∵
條
、
日
本
国
宗
法
第
二
六
健
 
 

叫
 
教
育
卒
等
の
原
則
に
基
づ
く
教
育
政
兼
 
 

敏
青
年
等
の
原
則
は
、
わ
が
国
教
育
政
発
上
、
基
本
的
地
位
を
占
め
る
に
至
つ
 
 

l
 
 

出
。
即
ち
日
本
国
憲
法
の
教
育
規
定
で
あ
る
憲
法
第
二
六
条
第
一
項
に
「
す
べ
て
 
 

国
民
は
、
法
律
の
定
む
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
、
ひ
と
し
く
教
 
 

育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
J
」
と
規
定
す
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
す
べ
 
 

て
の
国
民
は
、
能
力
相
応
の
教
育
を
受
け
有
権
利
を
有
す
る
。
と
い
う
こ
と
ほ
基
 
 

九
大
 
 
 

木
原
則
で
あ
つ
て
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ほ
、
法
律
で
定
め
る
。
と
す
る
も
の
で
 
 

あ
つ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
憲
法
（
一
九
四
八
年
修
正
）
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
第
一
土
 
 

一
条
 
 
 

「
ソ
連
邦
の
国
民
は
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
 
 

こ
の
権
利
は
一
般
的
義
務
的
初
等
教
育
、
七
年
制
教
育
の
無
料
制
、
高
等
学
 
 

校
に
於
け
る
優
秀
な
る
学
生
の
画
家
時
給
費
の
制
度
、
学
校
に
於
け
る
授
業
 
 

並
び
に
工
場
、
ソ
フ
應
－
ズ
、
機
械
、
！
フ
ク
タ
ー
配
給
併
及
び
コ
ル
ネ
ー
 
 

ズ
に
於
け
る
勤
労
者
の
無
料
の
生
産
技
術
及
び
農
業
教
育
に
よ
つ
て
保
障
さ
 
 

れ
る
j
」
 
 

と
規
定
し
て
、
第
一
項
に
お
い
て
、
国
民
の
教
育
権
の
原
則
を
規
定
し
、
そ
の
権
 
 

利
の
実
質
的
保
障
と
し
て
、
第
二
項
の
諸
事
項
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
日
 
 

本
国
憲
法
に
お
い
て
ほ
、
第
二
六
条
第
一
項
に
、
教
育
卒
等
権
を
規
定
し
、
そ
の
 
 

権
利
の
実
質
的
内
容
規
定
に
つ
い
て
ほ
、
「
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
と
 
 

し
て
法
律
に
委
任
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
ス
タ
ー
リ
主
恩
法
の
第
二
項
に
相
 
 

当
す
る
も
の
 
へ
内
容
は
同
一
な
ら
ざ
る
も
）
 
は
、
こ
れ
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
ま
 
 

た
、
本
条
項
は
、
委
任
す
る
法
律
の
規
準
原
則
と
し
て
有
す
る
意
味
に
お
い
て
 
 

は
、
忍
法
第
二
四
条
第
二
項
「
払
辞
ほ
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
卒
等
に
 
 

立
脚
し
て
、
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
 
と
し
て
あ
る
よ
う
な
、
立
法
上
の
 
 

準
則
と
し
て
、
遵
守
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
即
ち
教
育
立
法
ほ
、
能
力
相
 
 

応
の
教
育
卒
等
権
が
尊
重
さ
れ
て
、
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
 
 

あ
る
。
従
っ
て
、
本
条
項
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
能
力
相
応
の
教
 
 

育
卒
等
棒
を
、
一
般
的
に
又
は
、
樽
定
的
に
制
限
し
得
る
と
す
る
も
の
で
ほ
な
く
 
 
 



国
民
の
有
す
る
こ
の
教
育
権
は
、
教
育
立
法
の
基
本
準
則
と
し
て
、
教
育
改
発
の
 
 

根
本
原
則
た
る
地
位
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
能
力
相
応
の
教
育
卒
等
権
の
実
 
 

質
的
内
容
的
保
障
を
ま
法
に
委
任
し
て
、
権
利
の
冥
質
的
う
ら
づ
け
に
よ
る
実
現
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
惚
 
 

を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
虎
応
じ
て
教
育
基
本
法
夢
二
粂
に
お
い
て
、
 
 

旧
 
 

従
来
阻
止
さ
れ
て
い
た
性
別
、
門
地
、
並
び
に
人
種
等
の
教
育
上
の
芳
別
を
撤
廃
 
 

す
る
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
財
政
上
就
学
困
難
な
も
の
に
対
し
て
も
、
能
力
相
応
 
 

の
教
育
を
受
け
さ
せ
る
た
め
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
就
学
援
助
 
 

㈲
 
の
途
を
諾
ず
ペ
き
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
奨
学
の
養
務
ほ
、
国
家
及
び
地
方
財
 
 

政
上
の
能
力
に
ょ
つ
て
制
限
さ
れ
、
完
全
な
援
助
は
至
耗
の
こ
と
で
ほ
あ
る
が
、
 
 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
誠
意
あ
る
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
 
 

る
。
国
民
が
教
育
を
受
け
る
棒
利
が
あ
り
、
国
家
ほ
、
国
民
に
能
力
相
応
の
教
育
 
 

の
機
会
を
卒
等
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
法
理
に
つ
い
て
ほ
、
次
の
如
 
 

く
考
え
ら
れ
る
。
人
間
ほ
「
社
会
的
動
物
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
如
く
、
社
 
 

会
生
活
に
ょ
つ
て
の
み
生
存
を
全
う
し
う
る
の
で
あ
る
¢
社
会
生
活
を
す
る
た
め
 
 

に
は
、
個
人
は
、
白
扇
の
所
属
す
る
社
会
に
順
応
し
、
社
会
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
 
 

ら
な
い
。
ま
た
社
会
の
存
続
発
展
ほ
、
そ
の
社
会
に
所
属
し
て
い
る
個
人
に
依
存
 
 

し
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
個
人
と
社
会
は
一
体
的
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
。
し
 
 

か
し
て
、
こ
の
一
体
的
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
個
人
と
社
会
の
存
立
発
展
ほ
、
教
 
 

育
を
通
じ
て
な
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
こ
に
、
個
人
は
自
己
の
生
存
発
展
 
 

の
た
め
と
、
社
会
の
発
展
の
た
め
に
教
育
を
受
け
る
自
燃
の
権
利
を
有
す
る
根
拠
 
 

が
あ
る
。
ま
た
社
会
は
、
社
会
白
身
の
存
続
発
展
の
た
め
と
肝
属
す
ろ
個
人
の
発
 
 

5
 
 

展
の
た
め
に
、
個
人
を
教
育
す
る
権
利
を
自
然
に
有
す
る
根
拠
が
あ
．
曳
こ
の
席
 
 

数
青
年
尊
の
原
則
に
掬
す
る
考
察
（
畠
山
）
 
 

教
育
権
ほ
、
人
間
の
社
会
生
活
が
必
須
の
も
の
で
あ
つ
て
、
牛
存
の
根
太
条
件
で
 
 

あ
る
未
然
の
入
間
生
活
に
伴
う
自
然
の
棒
利
で
あ
る
。
教
育
権
女
有
す
る
社
会
に
 
 

β
U
 
 

つ
い
て
勒
．
社
会
葬
連
史
的
観
点
よ
り
諸
種
の
見
解
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
近
代
 
 

国
家
の
誕
生
以
後
の
諸
種
社
会
に
あ
つ
て
ほ
、
家
庭
の
教
育
権
と
国
家
の
教
育
権
 
 

が
論
じ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
が
、
い
づ
れ
に
し
て
も
、
教
育
は
子
女
が
所
属
す
る
 
 

社
会
の
恐
意
に
亘
っ
て
な
さ
れ
て
ほ
い
け
な
い
。
子
女
は
権
利
の
客
体
で
は
な
 
 

7
 
 

く
、
権
利
の
主
体
で
あ
り
、
人
格
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
子
女
は
、
未
完
成
着
で
 
 

あ
つ
て
、
社
会
の
庇
護
と
祈
導
を
要
す
る
も
で
あ
る
。
こ
の
可
能
体
と
し
て
の
人
 
 

格
者
に
対
し
て
、
愛
と
権
威
と
を
も
つ
て
、
心
身
の
発
達
に
好
影
響
を
計
測
的
に
 
 

及
ぼ
し
て
い
か
ぅ
と
す
る
い
と
な
み
ほ
教
育
で
あ
る
？
従
っ
て
、
教
育
す
る
権
利
 
 

を
有
す
る
も
の
は
、
自
己
の
信
ず
る
実
理
に
基
づ
い
て
、
神
教
育
者
の
幸
福
追
求
 
 

の
学
を
教
え
、
自
己
の
権
利
の
草
薮
す
べ
き
こ
と
を
教
え
、
仙
人
の
権
利
、
個
性
 
 

を
尊
重
す
べ
き
を
教
え
、
そ
の
顕
現
す
る
意
思
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
未
完
成
 
 

者
の
薄
茶
的
可
能
的
意
思
を
も
尊
重
し
て
、
よ
し
ん
ば
、
現
在
は
そ
の
意
思
す
る
 
 

と
こ
ろ
と
反
し
て
も
、
野
想
的
可
能
体
者
と
し
て
の
意
思
状
態
に
基
づ
い
て
、
教
 
 

え
導
き
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
こ
そ
、
教
育
す
る
権
利
を
有
す
ろ
者
は
、
真
 
 

野
具
視
の
緯
坪
着
で
あ
り
、
実
理
を
愛
し
、
理
想
的
可
熊
体
と
し
て
の
子
女
を
愛
 
 

す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
教
育
権
か
有
す
る
社
会
の
覧
絡
に
 
 

つ
い
て
は
、
所
属
す
る
個
人
の
自
由
、
権
利
、
個
性
を
奪
毛
し
、
育
成
す
る
こ
と
 
 

ほ
、
当
然
に
社
会
白
身
の
発
展
女
も
、
も
た
ら
す
も
の
で
、
何
人
愛
東
の
教
育
 
 

は
、
公
草
性
と
相
反
の
も
の
で
は
な
く
、
個
人
の
自
由
、
権
利
、
個
性
は
太
質
的
 
 

内
在
的
に
公
単
性
を
伴
う
べ
き
も
の
と
す
ろ
立
場
に
‡
っ
て
、
こ
れ
を
貴
大
に
奇
 
 

九
七
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重
し
、
育
成
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
社
会
の
発
展
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
 
 

こ
に
お
い
て
、
底
本
権
と
し
て
個
人
の
享
有
す
る
教
育
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
 
 

8
 
 

な
い
永
久
の
権
利
で
あ
る
と
と
も
に
．
こ
れ
を
常
に
．
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
用
い
 
 

9
 
 

る
責
任
を
負
う
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
個
人
は
、
天
分
、
個
性
、
生
活
上
の
 
 

必
要
に
応
じ
て
、
教
育
を
卒
等
に
受
け
る
機
会
を
う
る
こ
と
は
、
個
人
の
完
成
上
 
 

必
須
な
も
の
で
あ
り
、
個
人
が
社
会
に
貢
献
し
う
る
唯
一
の
途
で
あ
る
。
こ
れ
 
 

ほ
、
個
人
を
社
会
的
に
正
当
に
位
置
づ
け
る
基
本
的
要
件
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
に
ょ
っ
て
、
教
育
卒
等
の
原
則
ほ
．
教
育
政
策
の
基
本
的
中
核
的
地
位
を
 
 

占
め
る
こ
と
の
正
当
性
が
了
解
し
う
る
と
思
う
。
国
家
が
、
す
べ
て
の
国
民
の
た
 
 

め
に
、
自
然
の
権
利
と
し
て
享
有
す
る
教
育
権
を
法
的
に
、
こ
れ
を
確
立
保
障
 
 

し
、
更
に
個
人
の
教
育
権
を
、
財
政
的
な
援
助
に
ょ
つ
て
、
実
質
的
保
障
す
る
ま
 
 

で
に
至
っ
た
こ
と
は
、
教
育
政
策
史
上
の
特
筆
事
で
あ
る
。
 
 

託
1
 
第
一
次
遣
日
合
衆
国
数
育
使
節
困
報
告
書
（
一
九
四
大
二
二
・
三
一
）
、
円
本
教
育
 
 

制
度
に
対
す
る
管
理
政
策
（
一
九
四
五
・
一
〇
・
二
二
）
、
日
本
教
育
制
鹿
改
革
に
関
 
 

す
る
極
束
委
員
骨
相
令
（
一
九
凹
七
・
四
）
、
第
二
次
訪
頁
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
尉
報
 
 

告
書
（
一
九
五
〇
・
九
・
二
二
）
、
日
本
囲
憲
法
（
昭
和
二
二
・
一
一
・
三
）
第
十
四
 
 

佐
多
二
六
條
、
第
九
八
條
、
教
育
基
本
法
（
昭
和
二
二
・
三
・
三
一
法
律
第
二
五
祇
）
 
 

鈴
三
條
、
学
校
教
育
法
（
昭
利
二
二
、
三
・
三
一
、
法
律
第
二
六
戟
〕
、
計
曾
教
育
法
 
 

（
昭
和
二
四
・
六
・
一
〇
法
律
界
二
〇
七
既
）
、
図
書
館
法
（
昭
和
二
五
・
四
・
三
〇
 
 

法
律
一
一
八
戟
）
、
 
 
 

託
2
 
我
妻
条
、
昭
和
二
三
年
 
新
憲
法
と
基
本
的
人
権
 
二
〇
四
真
 
意
法
普
及
骨
編
に
 
 

お
い
て
 
「
こ
の
規
定
は
生
存
権
的
基
本
権
の
性
格
を
有
す
る
も
の
」
 
と
遊
べ
て
い
る
。
 
 

九
八
 
 
 

託
3
 
畢
習
院
ほ
特
権
拳
校
の
首
で
あ
る
が
、
そ
の
性
拾
は
次
の
草
鍵
盤
別
に
よ
つ
て
知
ら
 
 

れ
る
。
 
 
 

華
族
車
検
職
制
草
程
「
率
校
ハ
華
族
ヲ
教
育
ス
ル
併
ト
ス
」
、
明
治
十
一
年
十
月
編
成
 
 

の
準
則
〔
学
習
院
ハ
明
治
十
年
十
月
十
七
日
ノ
勅
諭
ヲ
遵
奉
シ
テ
華
族
ヲ
教
導
誘
披
ス
 
 

ル
併
ト
ス
」
、
明
治
十
七
年
九
月
四
日
学
習
院
規
則
第
一
健
「
学
習
院
ハ
尊
ラ
勅
諭
ノ
 
 
 

旨
二
基
キ
華
族
二
通
常
シ
タ
ル
教
育
ヲ
施
シ
虞
才
ヲ
養
成
セ
ン
カ
筏
メ
其
ノ
子
弟
ヲ
教
 
 

育
ス
ル
ノ
併
ト
ス
、
但
シ
本
院
J
都
合
二
依
り
士
族
平
民
ノ
子
弟
ニ
モ
亦
入
撃
ヲ
許
ス
 
 

コ
ト
ア
ル
べ
シ
し
、
明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
日
華
族
就
学
規
則
第
萱
條
「
華
族
令
弟
 
 

十
五
條
二
艶
ヒ
華
族
又
ハ
華
族
ノ
子
弟
グ
ル
者
ハ
学
習
院
二
入
学
セ
シ
ム
ベ
シ
」
と
規
 
 

定
し
て
い
る
。
 
 

詫
4
 
学
校
数
育
法
第
二
五
偉
 
大
日
本
育
英
骨
法
（
昭
和
l
九
年
二
月
十
七
日
法
律
第
三
 
 

〇
披
）
 
 

誅
5
 
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
多
古
二
十
僚
「
子
を
養
育
し
て
其
の
精
神
及
杜
曾
的
能
力
を
完
成
 
 

せ
し
む
る
こ
と
は
両
親
の
最
高
の
義
務
に
し
て
且
自
然
の
桔
利
な
り
其
の
実
行
に
対
し
 
 

て
ほ
国
都
及
公
共
固
体
之
を
監
督
す
」
民
法
第
八
百
二
十
健
、
 
 

詫
6
 
教
育
す
る
躍
利
に
つ
い
て
ほ
、
田
中
耕
太
郎
 
昭
和
二
大
年
 
教
育
躍
の
自
然
法
的
 
 
 

考
察
 
法
亀
協
食
細
諒
 
解
六
九
巻
第
三
既
に
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
 
 

託
7
 
憲
法
第
十
一
條
、
民
法
第
一
條
ノ
三
「
私
権
ノ
享
有
ハ
出
生
二
始
マ
ル
」
 
 

託
8
 
憲
法
第
十
一
條
、
（
詫
9
）
憲
法
第
十
二
條
、
学
校
数
育
法
第
二
六
條
、
同
法
十
一
 
 
 

條
、
孝
枝
教
育
法
施
行
規
則
第
十
三
條
、
 
 

〓
 
教
育
平
等
擢
の
意
義
 
 
 

わ
が
国
の
教
育
政
策
ほ
、
教
育
平
等
の
基
本
的
原
則
に
基
づ
い
て
推
進
さ
れ
て
 
 
 



お
り
、
教
育
政
策
ほ
、
教
育
卒
等
の
原
則
に
立
脚
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
の
正
当
性
 
 

に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
教
育
牢
等
権
に
関
す
る
法
の
示
す
諸
点
に
 
 

つ
い
て
吟
味
し
て
所
見
を
述
べ
て
見
た
い
と
思
う
。
 
 
 

憲
法
第
二
六
条
第
一
項
に
↓
す
べ
て
国
民
は
、
－
そ
の
能
力
に
応
じ
て
、
ひ
と
 
 

し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
」
と
し
、
文
教
育
基
本
法
第
三
粂
第
一
項
 
 

に
「
す
べ
て
国
民
は
、
ひ
と
し
く
、
そ
の
能
力
に
応
ず
る
教
育
を
受
け
る
機
会
を
 
 

与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
1
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
二
法
に
ょ
っ
て
。
 
 

l
 
 

教
育
卒
等
権
の
意
味
す
る
牢
等
権
ほ
、
す
べ
て
の
国
民
が
内
容
に
お
い
て
、
ひ
と
 
 

し
い
教
育
を
受
け
る
と
す
る
内
容
上
の
平
等
を
意
味
す
る
の
で
わ
な
く
、
す
べ
て
 
 

の
国
民
が
能
力
別
に
ょ
っ
て
、
各
自
の
能
力
相
応
の
教
育
を
受
け
る
機
会
に
つ
い
 
 

て
、
差
別
扱
い
を
受
け
な
い
と
す
る
機
会
の
牢
等
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
 
 

は
、
了
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
教
育
の
本
質
上
、
各
個
人
の
能
力
を
無
現
し
て
為
 
 

さ
れ
う
べ
き
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
す
べ
て
の
国
民
は
、
各
自
の
天
 
 

分
、
個
性
又
は
生
活
上
の
必
要
欲
求
に
応
じ
て
、
教
育
を
受
け
る
機
会
に
つ
い
て
 
 

全
く
差
別
待
遇
を
受
け
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
能
力
相
応
の
教
育
を
受
け
る
 
 

機
会
が
平
等
に
与
え
ら
れ
る
た
め
に
ほ
、
国
家
が
能
力
相
応
の
教
育
礫
防
を
準
備
 
 

し
、
叉
国
民
が
能
力
相
応
の
教
育
を
受
け
る
た
め
に
す
る
自
主
的
な
教
育
活
動
を
 
 

助
長
奨
励
す
る
施
策
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
前
者
に
つ
 
 

後
者
に
つ
い
て
ほ
、
社
会
教
育
法
に
ょ
っ
て
な
さ
 
 

い
て
ほ
学
校
数
育
法
に
ょ
り
、
 
 

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
教
育
の
各
種
機
関
に
お
い
て
、
心
身
正
常
照
者
の
発
達
に
応
 
 

ず
る
署
通
教
育
、
高
等
教
育
、
各
種
専
門
教
育
、
並
び
に
学
術
教
育
の
棒
改
を
敦
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
物
 
 

け
、
叉
特
殊
教
育
施
設
を
設
け
て
、
心
身
故
障
者
の
教
育
の
機
会
を
保
障
し
、
公
 
 

教
育
中
等
の
原
則
に
掬
す
る
考
察
（
畠
山
）
 
 

問
 
 

民
教
育
、
職
業
教
′
育
、
趣
味
的
教
養
等
の
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
、
叉
受
け
 
 

る
方
法
に
お
い
て
も
、
定
時
制
、
、
姦
倍
教
育
、
夜
間
部
、
公
開
護
摩
、
特
殊
学
 
 

㈲
 
校
、
特
殊
学
級
、
出
張
教
授
等
に
ょ
っ
て
、
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
教
育
 
 

は
、
天
分
、
個
性
に
応
じ
、
重
荷
上
の
必
要
に
応
じ
、
更
に
心
身
正
常
者
、
心
身
 
 

故
障
者
に
応
じ
て
、
内
容
、
方
法
、
施
設
、
接
線
に
お
い
て
多
種
多
様
兼
敏
育
 
 

を
、
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
用
意
し
て
、
す
べ
て
の
国
民
は
、
自
己
の
能
力
相
応
の
 
 

教
育
を
、
各
自
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
他
か
ら
制
限
、
干
渉
、
強
制
さ
れ
 
 

る
こ
と
な
く
受
け
る
こ
と
を
う
る
卒
等
の
権
利
を
有
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

教
育
卒
等
の
原
則
を
規
定
す
る
暦
法
第
二
六
条
第
一
項
の
規
定
は
、
教
育
の
全
分
 
 

野
に
亘
ろ
基
太
的
、
嘩
念
的
規
定
で
甚
句
て
、
義
務
教
育
修
了
後
の
高
等
教
育
、
 
 

5
 
 

専
門
教
育
の
み
を
指
す
も
の
で
は
な
㌧
促
り
に
、
憲
法
第
±
六
条
第
一
項
は
、
 
 

高
等
教
育
を
、
同
条
第
一
一
項
ほ
、
養
務
教
育
を
規
定
す
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
 
 

同
条
の
条
項
形
式
ほ
、
逆
な
配
列
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
ら
ば
、
同
 
 

条
第
一
項
と
第
二
項
の
関
係
ほ
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
憲
法
第
二
六
条
第
 
 

一
項
に
規
定
す
る
教
育
卒
等
権
は
、
そ
の
保
障
す
る
実
質
内
容
に
つ
い
て
ほ
、
法
 
 

律
に
委
任
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
同
条
第
二
項
の
養
深
教
育
ほ
、
教
育
卒
等
権
 
 

に
基
づ
く
教
育
政
策
上
特
に
素
質
且
つ
基
礎
的
な
教
育
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
罵
法
 
 

上
こ
れ
キ
規
定
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
鞋
に
な
る
の
は
、
子
女
 
 

に
直
接
就
学
の
養
務
を
寅
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
子
女
の
就
学
を
保
護
者
に
（
原
則
 
 

的
に
ほ
両
親
に
）
頁
ぁ
せ
て
い
る
こ
と
並
び
に
、
能
力
相
応
の
教
育
権
を
亨
有
す
 
 

る
も
の
に
対
し
て
、
〓
坪
平
等
の
養
常
数
育
を
襲
わ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

就
学
の
竜
務
を
保
護
者
に
貿
わ
せ
て
い
る
点
に
つ
い
て
ほ
、
教
育
を
受
け
る
権
 
 

九
九
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利
は
、
そ
の
子
女
が
享
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
′
子
女
ほ
、
そ
の
有
す
る
教
育
権
 
 

の
行
使
を
よ
く
な
し
得
さ
る
状
腰
に
あ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
．
し
か
も
、
補
導
教
育
 
 

上
最
も
重
夫
な
こ
の
世
代
の
者
の
教
育
権
を
確
立
保
障
す
る
た
め
に
は
、
養
務
教
 
 

育
の
制
度
を
設
け
、
自
然
的
、
始
蕗
的
な
教
育
者
で
あ
る
両
親
（
又
は
こ
れ
に
代
 
 

る
者
．
こ
れ
を
絶
称
し
て
保
護
者
と
称
す
）
に
、
就
学
の
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
 
 

は
民
法
第
八
百
二
十
条
「
親
権
ざ
行
う
老
は
、
子
の
監
護
及
び
教
育
を
す
る
権
利
 
 

を
有
し
、
義
務
を
寅
う
」
と
の
関
連
に
お
い
て
適
切
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
 
 

る
っ
卸
ち
、
子
女
の
教
育
権
を
有
す
る
者
ほ
、
民
法
第
八
百
二
十
粂
の
親
権
を
行
 
 

8
 
 

う
寄
付
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
国
家
は
、
義
務
教
育
を
制
定
す
る
に
あ
た
つ
て
、
就
 
 

学
の
義
務
を
、
こ
れ
ら
の
子
の
教
育
を
す
る
権
利
を
有
し
、
義
務
を
賀
う
者
に
負
 
 

わ
せ
る
こ
と
ほ
、
当
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。
民
法
第
八
召
二
十
粂
の
親
権
に
つ
い
 
 

て
ほ
、
現
代
社
会
の
有
す
る
高
度
に
発
達
し
た
学
問
や
技
術
、
叉
複
雑
多
岐
に
亙
 
 

る
社
会
論
係
の
中
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
権
利
の
一
部
を
他
に
移
諌
せ
ぎ
る
を
得
な
 
 

い
状
腰
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
こ
に
国
家
の
義
務
教
育
を
容
認
し
て
、
子
女
の
 
 

教
育
権
を
確
立
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
も
′
1
親
権
ほ
、
親
権
わ
」
有
 
 

す
る
者
の
た
め
に
す
る
も
の
で
な
く
、
子
の
幸
福
の
た
め
に
有
す
る
義
務
的
権
利
 
 

で
あ
つ
て
、
そ
の
教
育
す
る
権
利
も
．
子
の
教
育
権
の
確
立
の
た
め
に
有
す
る
権
 
 

利
で
あ
つ
て
、
悪
意
的
行
使
ほ
許
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
．
 
 
 

攻
に
、
能
力
相
応
の
数
百
権
を
享
有
す
る
子
女
に
対
し
て
、
一
律
に
九
ケ
年
の
 
 

峯
務
教
育
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
考
敷
し
て
み
ょ
ぅ
。
人
聞
ほ
、
社
会
 
 

生
活
に
ょ
っ
て
の
み
生
存
を
全
う
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
生
活
 
 

を
す
る
た
め
に
ほ
、
生
活
力
を
養
成
し
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
。
生
活
力
と
は
、
生
 
 

－
〇
〇
 
 
 

活
上
当
面
す
る
諸
陶
患
．
を
解
決
し
、
自
己
の
計
劇
を
遂
行
し
て
石
く
実
力
を
い
う
 
 

の
で
あ
る
が
、
こ
の
実
力
ほ
、
教
育
忙
よ
つ
て
育
成
修
得
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

し
か
し
て
 

力
に
深
い
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
叉
国
家
の
紘
体
的
国
力
ほ
、
国
民
の
巷
 
 

活
力
を
育
成
す
る
教
育
に
深
い
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
年
限
内
容
 
 

ほ
不
変
的
な
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
憲
法
第
二
六
条
第
二
項
 
 

は
こ
れ
ら
を
法
律
に
委
任
し
て
い
る
の
ほ
そ
の
た
め
で
あ
る
。
す
べ
て
の
国
民
 
 

が
、
一
般
的
な
国
民
生
活
を
す
る
上
に
必
要
な
生
活
力
を
育
成
修
得
す
る
た
也
 
 

9
 
 

に
、
国
家
が
用
意
す
る
国
民
教
育
ほ
、
義
務
教
育
で
あ
つ
て
．
国
民
生
活
上
必
腐
 
 

不
可
欠
の
教
養
を
与
え
る
機
会
と
し
て
、
国
民
ひ
と
し
く
受
け
る
教
育
で
あ
る
か
 
 

ら
、
学
校
数
音
法
貨
十
八
粂
（
小
学
校
教
官
の
目
療
）
同
法
第
三
六
条
（
中
学
校
 
 

教
育
の
月
療
）
の
日
観
連
成
の
た
め
に
、
天
分
、
個
性
の
相
違
、
心
身
故
博
育
と
 
 

心
身
正
常
者
等
り
相
違
に
ょ
っ
て
、
方
法
、
施
設
に
配
慮
を
要
す
る
が
、
民
主
国
 
 

家
の
国
民
生
活
上
必
要
な
基
礎
的
教
育
で
あ
つ
て
、
国
民
の
教
育
平
等
権
を
確
慮
 
 

保
障
す
る
措
置
で
あ
る
。
従
っ
て
、
能
力
相
応
の
教
育
を
受
け
る
権
利
と
矛
盾
す
 
 

る
滝
の
で
ほ
な
い
。
 
 

訃
1
 
佐
々
木
惣
一
昭
利
二
四
年
 
日
本
国
憲
法
論
 
四
二
五
頁
 
有
斐
閣
、
教
育
平
等
 
 

桔
に
つ
い
て
「
国
民
は
自
己
と
同
様
の
能
力
を
有
す
る
者
が
受
け
る
教
育
と
同
株
わ
教
 
 

習
を
受
け
る
こ
と
の
出
爽
る
よ
う
せ
ら
れ
る
と
い
う
権
利
を
有
す
る
」
と
述
べ
て
 
い
 
 

る
。
 
 
 

託
2
 
学
校
数
育
法
一
七
、
三
五
、
四
一
、
五
二
、
七
一
條
 
 
 

託
3
 
敢
合
致
育
法
五
、
二
二
條
 
 
 



詫
4
 
嬰
校
数
育
法
五
甲
四
甲
四
五
、
六
九
、
七
〇
、
七
て
．
七
五
條
 
 

詐
5
′
美
濃
部
達
吉
 
昭
利
二
四
年
 
日
本
国
憲
法
原
論
一
八
五
頁
 
有
斐
閻
 
憲
法
第
 
 

二
六
嘩
労
一
項
を
．
高
等
教
育
に
つ
い
て
の
規
定
と
し
て
い
る
。
 
 

詐
6
 
憲
法
に
義
務
教
育
を
規
定
す
る
も
の
多
い
。
例
え
ば
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
箪
一
四
五
 
 

條
、
ス
タ
ー
リ
ン
憲
法
第
一
一
二
健
筆
一
項
、
中
華
民
国
憲
法
解
一
六
〇
條
、
プ
ル
ガ
 
 

リ
ヤ
人
民
共
和
園
憲
法
第
七
九
億
ノ
二
、
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ダ
イ
ヤ
連
邦
人
民
共
和
憲
法
 
 
 

第
三
八
條
ノ
四
 
朝
鮮
民
主
々
義
人
監
ハ
和
璧
還
竺
八
條
ノ
一
1
．
 
 

詫
7
 
憲
法
第
二
六
修
飾
二
項
、
学
校
数
育
法
二
二
、
三
九
條
、
 
 

詫
8
 
民
法
琴
八
二
十
健
の
親
椎
を
行
う
者
－
民
法
筋
八
五
七
條
わ
校
風
入
、
兄
準
備
醜
法
 
 

第
四
七
條
の
鬼
畢
納
経
施
設
の
長
、
1
 
 
 

託
9
 
田
畑
忽
 
昭
和
二
五
年
 
憲
法
学
 
宗
C
頁
 
評
論
軋
、
憲
法
第
二
六
傑
攣
一
項
 
 

の
「
普
通
教
育
」
に
つ
い
て
 
「
普
通
教
育
と
は
、
国
民
教
育
で
あ
つ
て
、
専
門
教
育
 
 

は
こ
の
中
に
入
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
 
 

三
 
教
育
卒
等
の
原
則
に
基
づ
く
現
行
制
度
 
 

教
育
の
礁
会
を
卒
等
に
し
て
・
秀
才
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
ほ
、
旧
教
育
制
度
 
l
 
 

に
お
い
て
も
、
実
施
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
鴇
新
憲
法
下
の
教
育
に
つ
い
 
 

て
ほ
、
す
べ
て
の
国
民
は
、
能
力
湘
応
の
教
育
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
と
し
て
、
 
 

担
 
国
民
各
個
人
の
教
育
権
が
保
障
さ
れ
、
し
か
も
、
教
育
妄
能
力
相
応
に
受
け
る
。
 
 

と
に
、
国
家
が
干
渉
し
な
い
と
す
る
自
由
権
的
基
本
権
た
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
 
 

家
が
諸
制
度
諸
施
設
を
設
け
て
、
国
民
の
教
育
権
を
積
極
的
に
、
保
障
せ
ん
と
す
 
 

る
生
存
権
的
基
本
権
と
し
て
の
教
育
権
は
確
立
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
教
育
卒
等
の
 
 

阪
則
は
、
教
育
政
策
の
基
本
的
、
理
念
的
な
地
位
を
占
め
、
こ
れ
に
基
づ
く
教
育
 
 

数
寄
平
等
れ
原
則
に
関
す
る
考
察
（
畠
山
）
 
 

制
度
は
、
一
段
と
充
冥
、
整
備
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
主
た
る
も
の
に
ほ
、
次
 
 

の
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

H
、
養
務
教
育
制
度
、
目
、
中
等
教
育
の
解
放
、
臼
、
学
校
系
統
の
一
元
化
、
 
 

囲
、
男
女
共
学
、
飼
、
特
殊
教
育
、
困
、
奨
学
制
度
、
掴
、
新
制
大
学
の
地
域
的
 
 

計
劇
、
㈹
、
勤
労
者
に
対
す
る
学
校
数
音
の
解
放
．
囲
、
社
会
教
育
等
を
挙
げ
る
 
 

こ
と
が
で
き
る
。
が
、
紙
数
の
都
合
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
特
殊
教
育
と
奨
学
制
 
 

度
に
つ
 

l
、
特
 
殊
 
教
 
育
 
 
 

教
音
の
中
等
ほ
、
肯
者
、
聾
者
、
精
神
薄
弱
者
、
身
体
不
自
両
者
等
の
心
身
故
 
 

障
者
を
除
外
す
る
も
の
で
は
な
い
。
旧
制
度
の
盲
唖
教
育
ほ
、
当
初
小
学
校
令
及
 
 

同
施
行
規
則
中
に
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
盲
唖
教
育
が
発
達
し
て
行
き
、
大
正
十
 
 

二
年
八
月
二
十
二
日
勅
令
夢
二
百
七
十
五
号
を
以
っ
て
、
盲
学
校
及
聾
唖
学
校
令
 
 

が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
か
よ
う
に
盲
唖
教
育
の
発
達
を
み
た
の
で
わ
あ
る
が
、
す
 
 

べ
て
の
心
身
故
障
者
に
対
し
て
、
教
育
権
ほ
確
立
さ
れ
る
に
至
ち
な
か
つ
た
。
然
 
 

る
に
、
新
教
育
制
度
に
お
い
て
ほ
、
教
古
事
等
の
立
場
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
の
教
 
 

育
権
ほ
確
立
さ
れ
た
ら
近
時
医
学
、
心
理
学
の
発
達
や
教
育
技
術
の
発
達
ほ
、
こ
 
 

れ
ら
の
心
身
故
障
者
に
対
し
て
も
教
育
効
果
を
あ
げ
う
る
こ
と
が
可
能
と
な
つ
 
 

た
。
こ
れ
ら
の
中
に
お
い
て
、
天
賦
の
才
能
を
発
揮
し
て
、
社
会
の
た
め
大
い
常
 
 

夏
献
し
て
い
る
垂
笑
も
あ
つ
て
、
陶
冶
性
の
充
分
存
す
る
こ
れ
ら
心
身
故
障
者
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲
 
 

も
つ
て
、
廃
人
ま
た
は
、
無
能
力
者
扱
い
に
さ
れ
る
べ
き
で
な
く
、
学
校
数
育
法
 
 

㈲
 
第
七
一
条
に
お
い
て
、
幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校
に
準
ず
る
教
育
と
そ
の
欠
陥
を
補
 
 

う
た
め
の
教
育
を
用
意
し
て
、
教
育
の
機
会
を
与
え
、
更
に
就
学
の
義
務
を
定
め
 
 

l
0
1
 
 
 



岩
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た
こ
と
ほ
、
・
心
身
故
障
者
の
教
育
権
確
立
上
適
切
な
招
置
で
あ
る
。
 
 
 

生
活
力
を
育
成
し
て
、
複
雑
多
難
な
人
生
を
切
り
開
い
て
 

教
育
に
ょ
つ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
心
身
故
障
者
に
対
す
る
教
育
ほ
よ
 
 

り
重
大
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
学
校
教
育
法
第
七
一
条
に
「
併
せ
て
そ
の
欠
 
 

陥
を
補
う
た
め
に
、
心
要
な
知
識
技
能
を
授
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
規
定
 
 

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
能
力
に
応
じ
て
、
、
教
育
を
受
け
る
権
利
」
と
は
、
個
人
 
 

差
生
活
上
の
必
要
欲
求
に
応
じ
て
教
育
を
受
け
る
権
利
で
あ
．
つ
て
、
心
身
故
障
者
 
 

は
故
障
を
有
す
る
と
い
う
点
で
．
正
常
照
者
と
相
違
を
有
し
、
心
身
故
障
者
で
あ
 
 

る
が
故
に
、
こ
の
故
障
を
補
う
こ
と
の
で
き
る
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
か
 
 

ら
で
あ
る
。
 
 

5
 
 
 

ま
た
、
学
校
教
育
法
第
七
五
剋
は
、
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
で
、
心
 
 

身
故
障
者
の
た
め
特
殊
学
級
を
設
け
、
疾
病
の
た
め
境
華
中
の
児
茸
及
び
生
徒
の
 
 

た
め
に
、
教
員
を
派
遥
し
て
、
教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
 
 

る
っ
 
こ
の
よ
う
に
、
数
百
ほ
能
力
相
応
に
す
べ
て
の
国
民
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
 
 

基
本
原
則
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
殊
教
育
ほ
、
子
女
の
教
育
権
の
 
 

確
立
を
期
し
て
企
図
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
の
理
念
ほ
、
殊
に
実
際
教
育
の
 
 

任
に
当
ろ
者
の
入
閣
愛
、
教
育
愛
に
燃
え
る
誠
実
な
努
力
に
ょ
つ
て
の
み
実
現
さ
 
 

れ
う
る
も
の
で
あ
る
ウ
ニ
れ
は
、
学
校
教
育
法
第
七
五
条
の
規
定
に
「
置
く
こ
と
 
 

が
で
き
る
」
 
「
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
教
育
委
員
会
、
学
校
長
に
そ
の
 
 

実
施
を
期
待
し
て
い
る
点
に
か
ん
が
み
て
、
そ
の
感
を
深
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

2
、
奨
 
学
 
制
 
度
 
 
 

教
育
平
等
の
障
寄
と
な
る
今
後
の
問
題
と
し
て
、
最
も
重
大
な
も
の
ほ
、
経
済
 
 

一
〇
二
 
 
 

的
理
由
に
＿
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
能
力
相
応
の
教
育
を
、
経
済
的
理
也
に
 
 

ょ
つ
．
て
受
け
ら
れ
な
い
者
に
対
す
る
学
費
の
保
障
が
伴
わ
な
い
限
り
教
育
権
の
享
 
 

有
ほ
室
文
に
等
し
い
も
の
と
な
る
り
教
育
権
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
退
陣
倒
定
づ
 
 

れ
た
諸
国
憲
法
に
お
い
て
、
滑
極
的
な
自
由
権
的
人
権
に
と
ど
ま
ら
ザ
、
横
板
的
 
 

6
 
 

に
生
存
権
的
人
権
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
法
 
 

の
 
 

上
特
に
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
来
も
奨
学
の
途
は
講
じ
ら
れ
て
い
た
 
 

が
そ
れ
は
恩
恵
的
な
観
念
に
ょ
つ
て
な
さ
れ
て
い
た
も
ノ
の
で
あ
つ
た
。
新
奨
学
制
 
 

度
に
お
い
て
は
、
か
ゝ
る
思
惑
的
な
観
念
は
改
め
ら
れ
て
、
一
種
の
権
利
と
考
え
 
 

ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
し
か
も
、
教
育
基
泰
法
夢
二
条
第
二
項
「
国
及
地
方
公
 
 

共
団
体
ほ
、
能
力
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
ょ
つ
て
修
学
困
難
な
著
 
 

に
対
し
て
、
奨
学
の
方
法
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
の
規
定
ほ
、
単
な
る
秀
 
 

才
教
育
を
意
味
す
る
も
の
で
ほ
な
く
、
能
力
相
応
の
一
切
の
教
育
を
さ
し
て
い
る
 
 

の
で
あ
つ
て
、
す
べ
て
国
民
が
能
力
相
応
の
教
育
を
受
け
る
に
つ
い
て
、
経
済
的
 
 

理
由
に
ょ
つ
て
．
就
学
困
難
の
場
合
に
財
政
的
援
助
を
受
け
ら
れ
牒
ま
う
に
と
す
 
 

る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
と
ほ
、
能
力
相
 
 

応
の
教
育
を
受
け
る
に
つ
い
て
の
能
力
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
学
校
教
育
法
第
二
五
条
「
経
済
的
理
由
に
ょ
つ
て
、
就
学
困
難
と
認
め
 
 

ら
れ
る
学
齢
児
軍
の
保
護
者
に
対
し
て
は
、
市
町
村
ほ
、
必
要
な
援
助
を
与
え
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
の
解
釈
に
つ
い
て
所
見
を
述
べ
て
見
た
い
。
 
 
 

こ
の
条
項
に
ょ
つ
て
、
援
助
の
対
象
に
な
る
保
護
者
に
関
し
て
、
生
活
保
護
法
 
 

8
 
 

第
二
粂
第
一
号
の
生
活
政
助
の
中
に
含
ま
れ
る
と
す
る
も
の
に
対
し
て
、
筆
者
の
 
 

所
見
と
し
て
ほ
、
含
ま
れ
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
学
齢
児
童
、
生
徒
の
 
 
 



保
護
者
は
、
生
活
保
護
法
第
二
粂
第
一
号
「
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勤
 
 
 

労
の
意
思
の
な
い
者
、
勤
労
を
怠
る
著
そ
の
他
生
計
の
維
持
に
努
め
な
い
者
」
ほ
 
 

保
護
し
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
保
護
者
自
身
が
直
接
に
援
勒
の
効
用
 
 

を
受
け
る
性
質
の
も
の
な
ら
ば
、
こ
の
条
項
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
学
校
 
 

教
育
法
第
二
五
条
の
規
定
は
、
保
護
者
の
怠
惰
、
痙
行
不
良
と
か
に
か
か
わ
ら
 
 
 

ず
、
現
に
経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
児
童
、
生
徒
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
 
 
 

ば
、
援
助
の
対
象
と
な
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
学
齢
児
童
、
生
徒
の
就
学
は
、
 
 
 

子
女
の
教
育
権
の
廃
立
に
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
保
護
者
が
、
援
助
の
欠
格
者
と
い
 
 
 

う
の
で
、
保
護
者
も
、
市
町
村
も
就
学
に
伴
う
経
済
的
条
件
を
整
え
な
い
と
い
う
 
 
 

な
ら
、
そ
の
子
女
の
教
育
権
使
者
こ
れ
よ
り
大
な
る
ほ
な
し
と
言
う
べ
き
で
あ
 
 
 

り
、
彼
の
人
生
を
切
開
い
て
い
く
カ
を
育
成
す
る
教
育
の
械
会
を
失
う
こ
と
は
、
 
 
 

家
庭
、
社
会
、
国
家
か
ら
棄
て
ら
れ
た
子
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
 
 
 

て
、
未
完
成
着
で
あ
る
子
女
の
人
権
の
牒
爛
こ
れ
に
過
ぎ
る
ほ
な
し
と
い
つ
て
過
 
 
 

言
で
な
い
。
こ
の
故
に
市
町
村
に
お
い
て
、
学
校
教
育
法
第
二
五
条
に
基
づ
く
就
 
 
 

学
援
助
と
、
生
活
保
護
法
に
基
、
づ
く
生
活
扶
助
と
は
、
判
然
区
別
す
べ
き
も
の
で
 
 
 

あ
る
。
生
活
保
護
第
十
一
条
第
一
号
規
定
の
生
活
政
助
は
、
日
常
生
活
上
の
衣
食
 
 
 

住
の
狭
義
の
生
活
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
同
条
第
国
号
に
 
 
 

生
業
扶
助
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
ょ
つ
て
も
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
就
学
 
 
 

援
助
を
規
定
す
る
学
校
教
育
法
第
二
五
条
は
．
義
務
教
育
を
受
け
る
た
め
物
的
条
 
 
 

件
を
撃
え
て
、
就
学
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
学
齢
児
 
 
 

童
、
生
徒
の
保
護
者
の
怠
惰
．
性
行
不
良
に
ょ
つ
て
制
限
さ
れ
る
も
の
で
ほ
な
 
 
 

い
。
就
学
援
助
物
件
の
他
へ
の
流
用
の
開
庖
ほ
別
の
こ
と
で
あ
る
。
 
 

教
育
平
等
の
原
則
に
閲
す
を
考
家
（
畠
山
）
 
 

託
1
 
教
育
史
編
纂
倉
編
修
 
昭
和
一
四
年
 
明
治
以
降
教
育
制
度
螢
達
史
 
第
四
・
六
・
 
 

八
巻
教
育
上
の
横
倉
均
等
の
項
目
 
寵
吟
祀
、
 
 

誅
2
 
中
島
太
郎
一
九
五
一
年
 
教
育
行
政
要
論
 
六
八
東
 
岩
崎
書
店
 
 

託
3
 
穂
積
衷
速
 
昭
和
十
四
年
 
改
訂
民
法
絶
儲
 
有
斐
閣
に
お
い
て
、
「
準
禁
治
産
宣
 
 

言
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
ほ
、
裁
判
併
（
家
庭
裁
判
所
）
は
必
ず
其
宣
告
を
す
る
と
の
 
 

論
が
あ
る
が
此
の
場
合
は
、
禁
泊
産
の
場
合
と
は
輿
な
り
、
此
等
三
稗
の
者
に
つ
い
て
 
 

な
ほ
学
祭
治
産
宣
告
あ
必
東
あ
り
や
を
考
慮
す
る
余
地
が
あ
る
か
ら
第
一
一
條
は
文
字
 
 
 

通
り
に
『
準
禁
治
産
者
ト
…
・
ス
ル
コ
ト
ヲ
待
』
と
僻
樺
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
一
四
六
 
 

頁
、
準
禁
治
産
の
宣
告
を
し
て
も
必
ず
し
も
保
佐
人
を
附
け
る
こ
と
を
要
せ
ぬ
と
い
う
 
 
 

意
味
に
第
一
一
健
を
讃
む
論
者
も
あ
る
が
同
條
は
『
準
禁
治
産
者
ト
シ
テ
之
三
保
佐
人
 
 

ヲ
附
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
』
と
一
息
に
讃
む
べ
き
で
あ
る
。
と
述
べ
て
い
る
。
一
国
七
京
、
 
 

民
法
第
十
一
條
（
、
、
、
）
ほ
筆
者
加
筆
す
。
 
 

訃
4
 
学
校
数
膏
法
算
七
一
條
 
膏
撃
校
、
襲
撃
枚
又
は
養
護
孝
枝
ほ
夫
々
膏
者
聾
者
又
は
 
 

棉
糾
弾
弱
、
身
体
不
自
由
そ
り
他
心
身
に
故
障
の
あ
る
者
に
封
し
て
、
幼
稚
園
、
小
学
 
 

校
、
中
学
校
又
は
高
等
学
校
に
準
ず
る
教
育
を
施
し
、
併
せ
て
そ
の
妖
陥
を
補
う
た
め
 
 

に
、
必
要
な
知
識
技
能
を
授
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 
 

託
5
 
撃
校
数
膏
法
第
七
五
條
 
小
撃
校
、
中
学
校
及
び
高
等
現
校
に
は
左
の
各
衆
の
一
に
 
 

該
常
す
る
見
塞
及
び
生
徒
の
た
め
に
、
特
殊
畢
級
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
一
、
性
格
 
 
 

異
常
者
 
二
、
稀
紳
薄
弱
者
 
三
、
聾
者
及
び
甜
養
老
 
四
、
盲
者
及
び
弱
親
者
 
 

五
、
言
語
不
自
由
老
 
犬
、
そ
の
他
の
不
具
者
 
七
、
身
体
虚
窮
老
 
 
 

前
項
に
掲
げ
る
学
校
ほ
、
疾
病
に
よ
り
療
養
中
の
兄
塞
及
び
生
徒
に
封
し
て
、
特
殊
学
 
 
 

級
を
設
け
、
叉
ほ
教
員
を
波
近
し
て
、
教
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

託
る
 
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
飾
一
四
五
條
 
ソ
連
憲
法
第
一
二
一
條
．
中
華
民
国
憲
法
第
一
六
 
 
 

一
條
．
ブ
ル
ガ
リ
ヤ
人
民
共
和
国
憲
法
弟
七
九
健
ノ
四
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
 
 

一
〇
三
 
 
 



む
 
す
 
び
 

「
教
育
に
関
す
る
万
人
に
対
す
る
完
全
且
つ
平
等
な
機
会
」
と
は
ユ
ネ
ス
コ
教
 
 

育
憲
章
前
文
の
示
し
た
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
教
育
政
策
は
、
万
人
に
対
し
て
、
能
 
 

力
相
応
の
教
育
を
完
全
に
保
障
す
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
 
 

な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
わ
が
国
教
育
政
策
の
方
向
も
、
こ
れ
と
期
を
一
に
し
て
い
 
 

る
こ
と
に
お
い
て
好
ま
し
い
傾
向
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
家
の
現
実
 
 

か
ら
し
て
ほ
、
完
全
な
実
施
ほ
困
難
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
憲
法
第
二
六
条
第
一
 
 

項
の
能
力
相
応
の
卒
等
権
は
、
国
家
の
現
実
的
事
情
を
考
慮
し
っ
つ
、
法
律
に
ょ
 
 

っ
て
、
推
進
し
う
る
も
の
と
し
た
こ
と
ほ
、
賓
明
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
 
 

育
法
は
教
育
平
等
の
原
則
的
理
念
を
離
れ
て
ほ
、
制
定
し
う
る
も
の
で
ほ
な
く
、
 
 

こ
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
教
育
諸
制
度
は
整
備
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
 
 

で
あ
る
。
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意
法
第
十
八
偉
′
三
、
四
、
 
 

詫
7
 
蛮
法
第
二
六
條
第
一
項
、
教
育
基
本
法
筆
二
條
第
二
項
、
学
校
数
育
法
第
二
五
條
、
 
 
 

大
日
本
育
英
合
法
 
 

註
8
 
教
師
養
成
研
究
骨
編
 
昭
和
二
五
年
 
註
解
教
育
法
規
集
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〇
東
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